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 とくｔａｌｋへのご意見 
 

秋号特集「学生パワー」を読んで 

魅力
ある
授業
 

徳
島
大
学
の
教
育
力
 

日韓共同理系留学生派遣事業の大学博覧会にて（左から筆者、金成海教授、 
先輩のキム・ヘジンさん） 
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講
生
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コ
メ
ン
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高
校
の
時
、生
物
は
や
っ

て
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、

先
生
の
お
話
は
入
り
や

す
く
、わ
か
り
や
す
い
で

す
。
毎
回
内
容
を
テ
キ
ス

ト
に
ま
と
め
て
く
れ
る

の
で
、つ
い
て
い
き
や
す

い
で
す
ね
。 

 

　
い
か
に
学
生
に
興

味
を
持
た
せ
、
効
率
の

良
い
授
業
を
進
め
る
か
。
こ

れ
は
全
て
の
教
師
の
共
通
の
悩
み
で

あ
り
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回

登
場
い
た
だ
い
た
三
宅
先
生
は
、大
学（
広

島
）
を
出
て
初
め
て
行
っ
た
授
業
の
シ
ョ

ッ
ク
を
今
も
忘
れ
な
い
そ
う
で
す
。 

「
学
生
か
ら
先
生
の
話
は
全
く
わ
か
ら
な

い
、っ
て
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
そ
こ
で
お
願

い
し
て
講
義
の
や
り
直
し
を
し
ま
し
た
」 

先
生
は
最
初
か
ら
、学
生
の
声
を
聞
き
な

が
ら
授
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
を
学
ん
だ
そ
う
で
す
。
ま
た
先
輩
に
す

す
め
ら
れ
て
読
ん
だ
、元
京
都
大
学
教
授

の
市
川
康
夫
先
生
の
「
山
な
み
遠
に
」
と

い
う
本
に
、『
教
育
と
は
知
識
の
切
り
売

り
を
す
る
の
で
は
な
い
。
学
生
と
い
っ

し
ょ
に
成
長
す
る
の
が
教
育
だ
』
と
い

う
主
旨
の
こ
と
が
書
い
て
あ
り
、そ
の
こ

と
も
忘
れ
ら
れ
な
い
指
針
と

な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
自
分
の
調
子
の

善
し
悪
し
で
、学
生
の
反
応
も
違
っ
て
く

る
そ
う
で
す
。 

「
準
備
が
で
き
て
い
る
と
き
は
う
ま
く
い

き
ま
す
が
、そ
う
じ
ゃ
な
い
と
き
は
、自

信
の
な
い
の
を
学
生
に
見
透
か
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
ね
。
ま
ず
は
自

分
自
身
が
マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い
よ
う
に

気
を
つ
け
て
い
ま
す
」 

と
は
い
え
、自
分
は
年
齢
が
上
が
っ
て
い

く
が
、学
生
は
毎
年
同
じ
年
代
。 

「
時
代
と
と
も
に
学

生
の
気
質
に
も

変
化
が
あ
り

ま
す
。
最

近
の
授
業

で
は
ま
ず
内

容
に
興
味
を
持
た
せ
る
の
に
、講
義
の
最

初
の
三
回
分
ぐ
ら
い
を
イ
ン
ト
ロ
と
し

て
使
っ
て
い
ま
す
」 

　
父
親
が
歯
科
医
だ
っ
た
の
で
後
を
継

ご
う
と
広
島
大
学
の
歯
学
部
に
。
学
生

時
代
、試
験
に
落
ち
た
罰
と
し
て
細
菌
学

研
究
室
の
手
伝
い
を
さ
せ
ら
れ
た
の
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
細
菌
学
を
専
攻
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
ご
自
身
の
研
究
テ
ー
マ
は
、緑
膿
菌
、

レ
ン
サ
球
菌
そ
し
て
食
品
な
ど
で
も
安

全
に
使
え
る
防
菌
素
材
の
研
究
で
、現
在

企
業
と
共
同
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。 

「
何
と
か
定
年
ま
で
に
は
、人
の
役
に
立

つ
研
究
結
果
を
残
し
た
い
で
す
ね
」
と
い

う
三
宅
先
生
。 

「
若
い
と
き
に
は（
年
を
と
っ
て
も
）若
く

し
て
い
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
若
ぶ
ら
ず
に
、父
親
の
よ
う
な
気
持

ち
で
授
業
を
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
全
員

が
国
家
試
験
に
合
格
し
て
ほ
し
い
と
願

い
な
が
ら
」 

授
業
が
終
わ
っ
て
も
、何
人
か
の
学
生
が

教
壇
に
駆
け
寄
り
、講
義
の
内
容
を
確
認

し
た
り
、進
路
の
相
談
を
し
た
り
し
て
い

ま
し
た
。 

 

 

日本と母国の習慣の違い 

 工学部電気電子工学科１年次  

金 栄現  
キム・ヨンヒョン［韓国］ 

　日本と一番近い国、韓国から日本にき

てもう1年になりました。韓国では、日本

を近くても遠い国と言うときが時々あり

ます。日本と韓国は距離的には近くて似

ている部分がたくさんあると思いますが、

やはりある部分の習慣とか文化はかなり

違うので、時々そのように言うのではな

いかと思います。それで「日本と韓国の

違うある部分は何か」について述べたい

と思います。 

 

　まずはお酒とタバ

コのことです。日本と

韓国は儒教思想の影

響で目上の人を敬う

と思います。それで目

上の人にお酒をいた

だくときは両手でい

ただきます。でも韓国

ではお酒を飲むとき

はさらに、頭を目上の

人の方向ではなく横

に向けます。またタバ

コも似ています。知り

合いの目上の人の前

ではほとんど吸わな

いのです。それで初

めて日本で先生とタ

バコを吸うときはとて

も緊張しましだが、今は先生とタバコを

吸うときにも慣れました。でも日本でお

父さんと嫁が一緒にタバコを吸ってもお

かしくないということについてはまだ私

にとっては考えられないことです。 

　次は割り勘です。日本で食事をしたり、

先輩とか友達とみんなでお酒を飲んで会

計するとき、店員さんの「別々にしましょ

うか？」という言葉を聞いたとき、少し驚

きました。なぜかというと母国では目上

の人、特に先輩と飲んだときは普通奢っ

てもらうし、人数で正確に割って会計をす

ることがとても少ないからです。また男

の人と女の人がデートするときも男の人

がほとんど払うので、最初に日本で自分

の分だけ払うのは冷たいなと感じました。 

 

　日本ではすることなのに韓国でしない

こと、逆に韓国ではすることなのに日本

ではしないことが悪いとはぜんぜん思い

ません。ただ、このような違いがあるとい

うことを述べただけです。両方良いところ、

悪いところがあると思います。もちろん

最初は新しい習慣に慣れていなかったの

で不便でした。しかし日本では日本のス

タイルで、韓国では韓国のスタイルです

るのがいいと思います。ほかの国の習慣

と母国の習慣が違っていやだと言うのは

とても愚かなことだと思います。お互い

に相手の国

の習慣、文

化などを理

解して納得

することが

一番大事だ

と思います。 

●大学の主役である学生の、学業、他の分野での活

躍、また社会で活躍する徳大生の記事は興味深く、

読者としてうれしい記事でした。 

●自分と同じ学校の学生にこんな人がいるなんて

すごいと思った。 

●在学生やこれから徳島大学に進学を志す高校生

にとって、非常に励みとなる内容だと思います。 

●在学の方、卒業生の方の活躍を読み、いろいろな

刺激をもらうことができました。私も本学の卒業生

であるため、とても興味深い内容でした。 

 

●個性あふれる、或いはユニークな研究室を、もっと紹

介してほしいと思います。また、医学・歯学の各科では今、

何が最先端医療なのかという特集も興味深いと思います。

→「とくtalk」では、毎回「最先端研究探訪」、「研究室へ

ようこそ」で、各学部・学科での最先端の研究やユニーク

な研究を取り上げています。特集としては取り上げてこ

なかったのですが、検討します。

●日本や世界から見て、徳島大学はどういう点で注目さ

れているのか、何が誇れるのかが知りたいです。

→徳島大学のセールスポイントについては、今後の特集

で取り上げたいと思います。 


